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 １ 年間のトリチウム放出量を東京電力福島第一原発（想定する最大量）

と比較すると、(注6)

フランス ラ・アーグ再処理施設  約 518倍

韓国 古里原発  約 ４倍

注3)　WHOによる飲料水基準（トリチウム）：10,000ﾍﾞｸﾚﾙ/ﾘｯﾄﾙ
注4)　東京電力のシミュレーションによると、水道水のレベルを超えるところは、おおむね発電所近くの漁業制限区域に限られます。
注5)　東京電力福島第一原発で発生した汚染水には、トリチウム以外に原発事故由来の放射性物質が含まれますが、多核種除去設備等により世界共通の安全確保の
　　考えに基づき設定している規制基準を満たすまで取り除きます。　　
注6)　１年間のトリチウム放出量（液体）　東京電力福島第一原発（想定する最大量）：22兆ﾍﾞｸﾚﾙ/年を下回るレベル
　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　フランス ラ・アーグ再処理施設：11,400兆ﾍﾞｸﾚﾙ/年（2018年）　韓国 古里原発：91兆ﾍﾞｸﾚﾙ/年（2019年）

(注5)


	チラシ編集データ(アウトライン化)トリチウム修正版オモテ（読点追加）
	チラシ編集データ(アウトライン化)トリチウム修正版ウラ（多核種言及）

